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ウ
ト
ロ
と
聞
い
て
あ
な

た
は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を

い
だ
き
ま
す
か
？
朝
鮮
人

居
住
区
、
何
年
か
前
に
放

火
事
件
が
あ
っ
た
―
そ
の

程
度
の
こ
と
な
ら
知
っ
て

い
る
と
い
う
人
は
少
な
く

な
い
で
し
ょ
う
。

筆
者
も
同
様
で
、
数
十

年
前
、
仕
事
で
、
近
く
の

府
立
城
南
勤
労
者
福
祉
会

館
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
、

近
く
を
通
り
は
し
ま
し
た

が
、
地
区
の
中
に
入
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

の
度
、
「
ウ
ト
ロ
平
和

祈
念
館
」
を
訪
れ
、
私
た

ち
が
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
、
残
り
少
な
い
人
生
の

今
か
ら
で
も
知
っ
て
お
く

べ
き
、
私
た
ち
の
前
の
世

代
か
ら
の
、
日
本
と
近
隣

の
人
々
と
の
歴
史
の
一
端

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
赤
染
益
輝
）

ウトロに行ってきました！

▲ 2階常設展示室「ウトロの歴史」に再現
　されたオモニの暮らし。

（上段は、パンフレット「UTORO2022] より）  

◀
入
口
脇
に
移
築
さ
れ
た
ウ
ト
ロ地
区
最
後
の
飯
場
。

ウトロ平和祈念館
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ウ ト ロ を知ってますか？

近
鉄
京
都
線
伊
勢
田
駅
か

ら
汗
を
ふ
き
ふ
き
歩
く
こ
と

約
１０
分
、
中
学
校
の
隣
に
近
代

的
な
建
物
と
玄
関
に
広
場
が

あ
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル
が

ポ
ツ
ン
と
立
っ
て
い
る
…

帰
宅
中
の
生
徒
が
寄
り
道
し

て
シ
ュ
ー
ト
し
た
く
な
る
た
た

ず
ま
い
が
目
的
の
場
所
＝
ウ
ト

ロ
平
和
祈
念
館
。
そ
こ
が
「
ウ

ト
ロ
」
―
宇
治
市
伊
勢
田
町

ウ
ト
ロ
５０-

４３
。
で
し
た
。

　

研
修
の
先
生
方
が

　

た
く
さ
ん

祈
念
館
を
訪
れ
た
日
は
、

夏
季
休
暇
中
で
、
研
修
の
た

め
学
校
の
先
生
方
が
た
く
さ

ん
見
え
て
い
ま
し
た
。
事
務

局
長
の
阿
部
ゑ
り
さ
ん
の
お

話
で
は
、
滋
賀
県
や
奈
良
県

の
先
生
方
が
、
関
西
の
中
で

最
も
多
い
そ
う
で
す
。

来
館
者
は
年
を
追
っ
て
増

え
て
お
り
、
２
０
２
２
年
４

月
３０
日
の
オ
ー
プ
ン
後
す
で

に
２
万
６
千
人
に
達
し
て
い

る
、
年
代
別
に
は
、
６０
代
以

上
の
人
よ
り
、
５０
代
以
下
の

現
役
世
代
が
多
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
メ
ー
ジ　

　

は
な
く
し
た
い

以
下
、
先
生
方
に
同
席
さ

せ
て
も
ら
い
、
副
館
長
の
金

秀

煥
（K
im

 S
u

fa
n

)

さ

ん
の
講
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。多

く
の
方
、
と
り
わ
け
教

職
員
方
は
、
人
権
問
題
と
聞

く
と
、
「
重
い
」
「
暗
い
」
と

受
け
止
め
が
ち
で
す
。
子
ど

も
た
ち
も
影
響
さ
れ
「
異
質
」

「
恐
い
」
「
危
険
」
と
い
っ
た

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
メ
ー
ジ
を
い

だ
き
が
ち
で
す
。
こ
れ
は
大

人
の
問
題
で
す
。

社
会
が
分
断
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
問
題
で
す
。

立
命
館
宇
治
高
校
が
、
映

画
製
作
の
課
題
で
、
テ
ー
マ

を
ウ
ト
ロ
に
し
た
と
こ
ろ
、

希
望
者
が
６０
人
、
手
を
上
げ

た
そ
う
で
す
。
現
実
を
見
て
、

「
重
い
・
暗
い
は
先
入
観
だ
っ

た
」、
（
ウ
ト
ロ
は
）
可
哀
想

な
人
々
の
街
の
問
題
で
は
な

い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

祈
念
館
の
隣
に
あ
る
西
宇

治
中
学
校
は
人
権
教
育
の

時
、
昨
年
か
ら
こ
こ
祈
念
館

で
や
っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み

中
は
、
か
き
氷
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
や
っ
て
い
ま
す
。
立
寄
っ

て
宿
題
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
試

着
も
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

よ
。

「
学
校
の
隣
に
あ
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
や
っ
て
、
「
日
本
人
は

在朝日本人 在日朝鮮人

　１９１０年 171,000 2,246

　１９３０年 509,000 298,091

　１９３５年 540,000 625,678

▲バスケットポールが印象的な祈念館の全景。

▶
祈
念
館
入
口
。

▲夏季休暇中の研修で来館された先生方。

ウトロ平和祈念館 訪問記

日朝相互在留人口の推移（人）
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8 月、江華島事件。これを契機に日本は、
朝鮮を開国させる。
２月、日朝修好条規
日本、大韓帝国に第 2次日韓協約を強要、
外交権を奪い統監府を設置（初代統監＝伊
藤博文）。「保護国」として植民地化。
伊藤、韓国皇帝を退位させ、韓国軍を解散させる。
→抗日義兵闘争起きる。日本、軍隊増兵鎮圧。
「韓国併合」条約。朝鮮は国家を完全喪失。

1875（明治 8）

1876（明治 9）
1905（明治 38）

1907（明治 40）

1910（明治 43）
※この時在朝日本人 17万人。
　以降 1930 年代中盤まで在朝日本人＞在日朝鮮人→日本人植民者に
　押し出されるように朝鮮人が渡日。日本は朝鮮で様々な「開発」。土
　地、財産を失った朝鮮人が渡日。京都にも。
1937（昭和 12）
1940（昭和 15）

1945（昭和 20）

1945（昭和 20）
1952（昭和 27）

1980　年代末
1986（昭和 61）
1987（昭和 62）頃

1988（昭和 63）

1989（平成　1）

1998（平成 10）

2001（平成 13）

2004（平成 16）

2005（平成 17）

2007（平成 19）

2013（平成 25）
2018（平成 30）
2022（令和　4）

日本全面戦争
宇治に「京都飛行場」建設開始（約 100 万
坪）。「国の仕事なので徴用にとられない」
と朝鮮人労働者を集め、住まいとして建て
られた飯場がウトロの原型。
7月 24 日、米軍の攻撃目標となり、勤労
動員中の女子学生 6人が死亡。
８月１５日、「終戦」
司法府通達により在日朝鮮人は一斉に日本
国籍を喪失。年金・保健など社会保障制度
から排除される。加えて就職差別、銀行融
資・借家にも差別。
ウトロの人口、80世帯 380 人。
水道敷設運動。
土地問題はじまる。土地所有者が国策会社・
日本国際航空工業→日産車体→一人の住民
→次の地権者に転売、逃亡と、目まぐるし
く替わり、強制立ち退きを迫る。３０年に
及ぶ裁判闘争の始まり。
１月、一部の世帯に水道敷設。
10月、住民と支援者ら初集合。
春、住民は「土地対策委員会」を、支援者は
「地上げ反対！ウトロを守る会」を結成。
1月、京地裁判決＝居住歴を基にした「事
項取得」を否定。その後最高裁への上告棄
却で裁判闘争終る。
国連社会権規約委員会、日本政府に「ウト
ロの立ち退きに懸念」を表明。
住民と守る会、「日中韓居住問題国際会議」
（韓国）に出席。「ウトロ国際対策会議」起
ち上がる。募金活動開始。
国連人種委員会特別報者ドゥドゥ・ディエン、
「まさに差別の足跡」に驚き、「日本政府はウト
ロ住民がこの土地に住み続けられる権利を認め
るための適切な措置をとるべき」と報告。
年末までに市民募金約 6,000 万円。韓国国
会 30 億ウォン（3 億 6,000万円）の支援
金決める。国土交通省、京都府・宇治市に
呼びかけ、買取予定地で住環境整備事業推
進の取り組みを始める。
2月、ウトロ喫茶はじまる。
1月、ウトロ市営住宅第一棟入居始まる。　
４月、ウトロ平和祈念館開館。ウトロで生
き抜いてきた在日一世たちは皆この世から
旅立っていた。

ど
う
だ
」「
韓
国
人
は
…
」
で

は
な
く
、
「
私
が
知
っ
て
る

〇
〇
さ
ん
は
」
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

国
籍
を
超
え
て

一
人
一
人
の
市
民
と
し
て

祈
念
館
の
開
館
直
前
に
放

火
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
影
響
を
受

け
た
犯
人
は
、
実
行
１０
日
前

に
祈
念
館
の
こ
と
を
知
り
、

小
学
生
が
住
む
隣
に
放
火
し

た
の
で
す
。
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ

ム
の
世
相
の
な
せ
る
技
で

す
。歴

史
を
学
ん
で
分
断
を
乗

り
越
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

戦
後
、
帰
国
で
き
ず
、
日

本
国
籍
も
喪
失
さ
せ
ら
れ
た

ウ
ト
ロ
の
人
々
の
暮
ら
し
を

知
り
、
「
井
戸
水
生
活
は
全
宇

治
市
民
の
恥
」
と
支
援
し
た
市

民
た
ち
。
「
出
て
行
け
」
と
立

ち
退
き
を
強
制
す
る
土
地
所

有
者
に
対
し
て
立
ち
上
っ
た

３
８
０
人
の
住
民
を
、
「
か
わ

い
そ
う
な
他
者
の
問
題
で
は

な
い
」
と
支
援
の
行
動
を
起
こ

し
た
地
元
市
民
や
、
国
境
を
越

え
た
人
々
。
そ
の
声
は
日
韓
政

府
を
動
か
し
、
土
地
購
入
を
は

じ
め
大
き
な
支
援
の
輪
が
で

き
、
地
域
の
平
和
祈
念
館
と
し

て
実
を
結
ん
だ
の
で
す
。

こ
の
共
通
の
宝
が
本
当
の
役
割

▲屋上からの光景。京都飛行場予定地跡　
　＝現在陸上自衛隊大久保駐屯地。

▲３階　企画展示室。「ウトロに生きた
　人々」など期間ごとに展示を企画。

▲お世話になった副館長 ・金秀煥さん、
　事務局長 ・阿部ゑりさんとボランティ
　アスタッフの皆さん。

を
発
揮
す
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

歴
史
に
学
び
、
歴
史
を
乗

り
越
え
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。
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暑
い
夏
を
乗
り
越
え
て
、
初

参
加
の
方
や
久
し
ぶ
り
の
方

も
全
部
で
１６
人
。

奥
谷
専
務
理
事
の
開
会
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
横
山
さ

ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り

ま
し
た
。
席
の
近
い
方
ど
う

し
が
、
さ
っ
そ
く
話
し
が
は

ず
み
ま
す
。

食
事
が
終
わ
り
に
近
付
い

て
、
全
体
の
交
流
会
に
移
り
、

近
況
・
最
近
思
う
事
な
ど
を

皆
ん
な
が
発
言
。
自
身
や
家

族
の
病
気
や
介
護
、
実
家
の

処
分
や
墓
じ
ま
い
、
夫
や
妻

の
家
族
と
の
付
き
合
い
。

聞
く
側
も
「
そ
う
そ
う
」「
あ

る

あ

る
」
と

共
感
の

う
な
ず

き
や
温

か
い
笑

い

も
、

あ
ち
こ

ち
に
。

そ

の

後
、
白
石
さ
ん
の
チ
ェ
ロ
と

稲
葉
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
「
平

和
の
風
」
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
や

先
に
逝
っ
た
人
が
好
き
だ
っ

た
歌
数
曲
を
皆
ん
な
で
歌

い
、
チ
ェ
ロ
演
奏
で
カ
ザ
ル

ス
の
「
島
の
歌
」
と
「
バ
ラ

色
の
人
生
」
を
聴
き
、
平
和

と
幸
せ
を
願
い
ま
し
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ
は
、
長

年
こ
の
会
の
運
営
の
先
頭
に

な
り
尽
力
し
て
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
青
木
紀
代
子
さ
ん

よ
り
バ
ト
ン
を
受
け
た
水
口

さ
ん
か
ら
あ
り
ま
し
た
。「
欠

席
の
方
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

参
加
者
の
発
言
か
ら
も
共
同

墓
へ
の
期
待
は
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
墓
友
仲
間
を
増

や
し
な
が
ら
来
春
桜
に
包
ま

れ
る
頃
、
慰
霊
祭
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
」
と
結
ば
れ
、

塚
口
さ
ん
か
ら
ヨ
モ
ギ
の

「
と
う
り
ゃ
ん
せ　

せ
っ
け

ん
」
を
お
み
や
げ
に
い
た
だ

い
て
散
会
し
ま
し
た
。

（
矢
木
小
夜
子
）

💢
す
す
む
医
療
・
介
護

分
野
は
じ
め
社
会
保
障
の

抑
制
政
策

（医
療
・
介
護
分
科
会
）

２
０
１
２
年
に
国
会
成
立

し
た
「
社
会
保
障
制
度
改
革

維
持
法
」
は
社
会
保
障
を
「
互

恵
的
な
仕
組
み
」
に
矮
小
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
厚
労
省

手
導
か
ら
財
務
省
主
導
の

「
応
能
負
担
主
義
」
に
改
変
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
は
、
①
市
場
で

購
買
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
②
住
民
同
士
の
助
け

合
い
で
代
替
す
る
べ
き
も
の

で
も
な
い
。
③
納
税
や
保
険

料
金
支
払
い
の
有
無
や
金
額

の
多
寡
に
よ
っ
て
提
供
し
た

り
さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
も

の
で
も
な
い
。
④
社
会
保
障

と
は
、
口
・
自
治
体
の
責
任

で
す
べ
て
の
人
た
ち
に
保
障

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

と
い
う
お
話
（
京
都
府
保

健
医
療
会
事
務
局
次
長
、
旬

報
社
『
コ
ロ
ナ
留
め
置
き
死

―
医
療
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
人
た
ち
』
（
７
月
１０
日
刊
）

の
共
著
者
）
が
、
今
の
問
題

の
全
て
を
語
っ
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。

（
赤
染
益
輝
）

💢
す
す
む
軍
事
要
塞
化
、

自
衛
隊
の
強
靭
化

（
平
和
・
憲
法
・
人
権
・

民
主
主
義
分
科
会
）

海
上
自
衛
隊
舞
鶴
地
方
総

監
部
が
地
下
化
さ
れ
る
そ
う

で
す
。
な
ぜ
か
？
日
本
が
ア

メ
リ
カ
と
敵
基
地
攻
撃
を
行

い
、
反
撃
で
日
本
が
戦
場
と

な
り
、
住
民
が
犠
牲
に
な
っ

て
も
自
衛
隊
は
生
き
残
っ
て

戦
う
た
め
、
ら
し
い
。

精
華
町
・
京
田
辺
市
に
ま

た
が
る
陸
上
自
衛
隊
祝ほ

お
そ
の園

分

屯
地
で
も
８
棟
の
弾
薬
庫
が

設
置
さ
れ
よ
う
と
し
て
お

り
、
ト
マ
ホ
ー
ク
も
配
備
さ

れ
る
ら
し
い
。
弾
薬
庫
と
い

う
こ
と
は
、「
敵
」
の
攻
撃
目

標
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

戦
場
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

南
西
諸
島
の
軍
備
増
強
は

も
っ
と
進
ん
で
お
り
、
豊
か

な
自
然
が
、
敵
基
地
攻
撃
の

拠
点
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

「
軍
事
栄
え
て
民
滅
ぶ
」

で
は
な
い
か
‼

（
水
口
武
夫
）

共
同
墓
平
和
の
風

秋
の
墓
友
交
流
会

今こそ
憲法・民主主義・人権

生きる行動を！
京都高齢者大会

▲ 10月 9日レストランおおたやにて

▲怒りの全体会（10 月 12 日）
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　　　　　　　宮本　貴恵フラワーセラピーで癒しを

11 月の事業所だより

　現在のストレス社会では、知らないうちに疲労

が溜まっていることも多いと思います。普段は何

気なく日常を送っていても、ふと「疲れたなぁ」

と呟いてしまうこと、ありますよね。そんな毎日

の生活の中で、ふと目にとまった花を見てゆった

りとした気持ちになったり、花の香りに嬉しい気

持ちになったことはありませんか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　フラワーセラピーは季節の花やハーブなどの

植物と接することで、私たちの脳を刺激して活

性化し、心身の状態を整える癒し効果がありま

す。花と接することで私たちの五感（視覚、嗅

覚、聴覚、味覚、触覚）は刺激され優しい気持

ちに。またストレス解消にとても役立つのです。

　花がもたらす嬉しい効果に「リラックス効果」

「リフレッシュ効果」があります。人は花を見

ると交感神経（緊張感のあるストレスの多い状

態では高くなる）が低下、副交感神経（リラッ

クスした状態で高くなる）が上昇すると言われ

ています。花がもたらす嬉しい効果を感じてや

すらぎを得ることが出来たら…また明日からも

介護支援センター
紫野きらく庵

必要な人が介護保険サービスを受けられるよ

うに、一緒に考えてケアプラン（サービス計

画書）を作ります。地域の人と住み慣れた家

で生活できるように暮らし丸ごと支援します。

きらく庵デイｻｰﾋﾞｽセンター西陣
家庭的な雰囲気のデイサービスです。スタッフと
ワイワイ賑やかに過ごすもよし、趣味に没頭する
もよし、のんびり過ごすもよし。機能訓練もしっ
かりやりますよ。みんながウキウキわくわくする
楽しいデイサービスをめざしています。

頑張れそうな気がしますよね。

　《花の色の持つ主な心理効果》

　・赤：やる気、情熱

　・ピンク：幸福、愛情、優しさ

　・白：素直、誠実

　・黄：希望、明るさ、興味

　・オレンジ：活発、陽気

　・緑：癒し、やすらぎ

　・青：理性的、冷静、誠実

　・紫：神秘的　など

終活サポート

気づいた時が始めどき！月２回の相談会とエン

ディングノート作成支援は、無料でご利用頂けま

す。有料サービスや標準料金のパンフレットもあ

りますのでお気軽にお問合せ下さい。

💢
す
す
む
軍
事
要
塞
化
、

自
衛
隊
の
強
靭
化

（
平
和
・
憲
法
・
人
権
・

民
主
主
義
分
科
会
）

海
上
自
衛
隊
舞
鶴
地
方
総

監
部
が
地
下
化
さ
れ
る
そ
う

で
す
。
な
ぜ
か
？
日
本
が
ア

メ
リ
カ
と
敵
基
地
攻
撃
を
行

い
、
反
撃
で
日
本
が
戦
場
と

な
り
、
住
民
が
犠
牲
に
な
っ

て
も
自
衛
隊
は
生
き
残
っ
て

戦
う
た
め
、
ら
し
い
。

精
華
町
・
京
田
辺
市
に
ま

た
が
る
陸
上
自
衛
隊
祝ほ

お
そ
の園

分

屯
地
で
も
８
棟
の
弾
薬
庫
が

設
置
さ
れ
よ
う
と
し
て
お

り
、
ト
マ
ホ
ー
ク
も
配
備
さ

れ
る
ら
し
い
。
弾
薬
庫
と
い

う
こ
と
は
、「
敵
」
の
攻
撃
目

標
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

戦
場
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

南
西
諸
島
の
軍
備
増
強
は

も
っ
と
進
ん
で
お
り
、
豊
か

な
自
然
が
、
敵
基
地
攻
撃
の

拠
点
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

「
軍
事
栄
え
て
民
滅
ぶ
」

で
は
な
い
か
‼

（
水
口
武
夫
）
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NPO法人

くらしコープ
だより

全
て
の
方
に
当
て
は
ま
る

と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

お
片
付
け
の
変
遷
か
ら
―

◆
１
９
５
０
年
代
半
ば
か
ら

始
ま
る
高
度
経
済
成
長
期
。

日
本
中
が
右
肩
上
が
り
に
盛

り
上
が
っ
た
時
期
。
も
の
を

持
つ
事
は
豊
か
さ
の
象
徴
と

い
う
考
え
が
浸
透
し
て
い
く

時
代
が
あ
っ
た
。
同
時
に
狭

い
家
の
中
に
、
も
の
が
溢
れ

て
い
く
状
態
に
も
な
っ
た
。

そ
れ
を
幸
福
度
ア
ッ
プ
と
捉

え
て
い
た
時
代
。
一
方
、「
片

付
け
ら
れ
な
い
」
事
が
多
く

の
人
の
悩
み
と
な
り
始
め
て

い
き
ま
す
。

◆
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
片

付
け
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
る
。

経
済
成
長
が
止
ま
っ
て
も
、

ど
ん
欲
に
、
も
の
を
家
に
持

ち
込
み
続
け
ま
す
。
呼
応
し

て
、
収
納
グ
ッ
ズ
、
収
納
に

特
化
し
た
雑
誌
等
が
売
れ
、

も
の
を
更
に
詰
め
込
む
収

納
ブ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た
。

キ
ャ
パ
オ
ー
バ
ー
な
の
に
そ

れ
を
豊
か
さ
と
誤
認
を
し
た

ま
ま
過
ご
し
て
い
き
ま
す
。

◆
２
０
１
０
年
頃
、
少
子
高
齢

化
、
家
族
の
関
係
性
が
大
き
く

変
化
。
終
活
ブ
ー
ム
が
来
る
。

残
さ
れ
た
家
族
が
遺
品
の
相

続
処
分
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

た
め
に
、
ご
自
身
の
「
生
前
整

理
」
が
注
目
推
奨
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
２
０
２
０
年
、
コ
ロ
ナ
禍
が

暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
、
外
出
自
粛
が

続
く
中
、
自
然
発
生
的
に
家

の
片
付
け
を
始
め
た
。
自
宅

で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
経
験

し
、
ブ
ー
ム
を
通
じ
て
、
も

の
の
質
と
量
、
整
理
の
仕
方
、

働
き
方
、
時
間
の
使
い
方
な

ど　

物
理
的
に
も
精
神
的
に

も
生
活
全
般
を
見
直
す
機
会

を
得
た
人
は
多
い
。

日
本
で
は
、
他
人
を
家う

ち

に

入
れ
る
事
へ
の
抵
抗
感
は
強

い
。
家
事
を
外
注
す
る
事
へ

の
罪
悪
感
が
あ
る
。
よ
っ
て
、

諸
外
国
の
様
に
片
付
け
代
行

サ
ー
ビ
ス
の
普
及
は
考
え
に

く
い
土
壌
あ
り
。
片
付
け
代

行
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
経

験
者
宅
の
割
合
：
米
国

60
％
、
ド
イ
ツ
30
％
、

デ
ン
マ
ー
ク
20
％
、
韓

国
10
％
、
日
本
５
％
。
ほ
と

ん
ど
の
人
が
片
付
け
は
自
己

流
で
す
。
そ
れ
も
仕
方
な
い

と
言
え
ま
す
。
小
学
校
の
家

庭
科
の
教
科
書
の
快
適
な
住

生
活
の
説
明
は
、
数
ペ
ー
ジ

程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

中
学
高
校
で
は
、
整
理
整
頓

の
項
目
す
ら
見
ら
れ
な
い
様

で
あ
る
。
理
論
的
、
体
系
的

に
習
う
環
境
に
は
な
か
っ

た
。
家
庭
で
も
教
え
ら
れ
な

か
っ
た
。

◆
２
０
２
５
年
以
降
、
理
想

は
、
も
の
に
縛
ら
れ
な
い
適

正
量
で
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ

を
め
ざ
す
こ
と
！　

書
店
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
整

理
、
収
納
や
片
付
け
を
テ
ー

マ
に
し
た
情
報
を
比
較
的
簡

単
に
入
手
で
き
る
様
に
な
っ

て
き
て
い
る
今
日
。
も
の
を

持
た
ず
、
シ
ェ
ア
や
レ
ン
タ

人じ
ん
し
ん
せ
い

新
世
時
代
、

も
の
の
適
正
量
と
暮
ら
す
！

生活支援・居住支援事業
専門電話

075 （205） 5512

（月曜日～金曜日 １０時～１７時）

      担当：江尻茂朗   
                   余根田 保

暮
ら
し
と
住
ま
い
の
お
困
り
事
、

　
　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

住
ま
い
を
提
供
し
て
頂
け
る
方
、

　
　
　
　
　

ご
連
絡
下
さ
い
！

      担当：江尻茂朗   
                   余根田 保

ル
を
活
用
し
、
購
入
時
は
厳

選
し
質
を
備
え
た
適
正
な
量

を
キ
ー
プ
し
、
人
新
世
時
代

に
真
の
豊
か
さ
を
享
受
出
来

る
よ
う
に
自
ら
が
片
付
け
情

報
を
学
ぶ
時
代
へ
と
更
に
向

か
う
気
が
し
ま
す
。

言
わ
ば
究
極
の
エ
コ
棺
桶

は
段
ボ
ー
ル
製

！！
入
棺
体
験

者
は
、
も
の
へ
の
執
着
心
が

消
え
た
と
か
？

（
☺)

大
き
な
も
の
の
処
分
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
!

処
分
と
同
時
に
家
具
の
移
動
設
置
も
致
し
ま
す

大
き
な
も
の
の
処
分
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
!

処
分
と
同
時
に
家
具
の
移
動
設
置
も
致
し
ま
す
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手話クイズ

  ①③ ②

（解答15㌻）

◆
﹁
中
﹂
の

　
　

手
話
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

丸めた左手 5 指の
人差指側から親指
側へ右手指先を回
して円を描く。

立てた左手人差
指を右手２指挟
み、「小」の字形
を作る。

平行に伸ばした左
手 2 指 に 右 手 人
差指をあて、「中」
の字形を作る。

手話　　　  サークル
11 月の日程

１１月１日 （金曜日） 13 ： 00 ～本部１階ホール

※１２月からは第 1 木曜日にもどります。

指
文
字

親指と人差し指、中指を
開いて伸ばし、2 本の指
を握る

「数字7」

　貴方の 「軌跡」 のお手伝い

社会運動での生きざま（自分史）をＤＶＤ（映像）で後世に残します。

　　　　　　　メディアとツアーの長年の経験生かして

ムービー　軌跡　プロデューサー　富田秀信

 090-3671-4543

　 自己紹介→ブログ 「一人になった千代野ノート」

・ ・
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理事会
委員会
だより

第
5
回
理
事
会
報
告

 
(

9
月
27
日
）

理
事
11
人
中
11
人
出
席
。

監
事
2
人
中
2
人
参
加
。

▼
財
務
報
告

（
表
を
ご
覧
下
さ
い
）

▼
▼
訪
問
介
護
事
業
を
11
月　

　
　
　

か
ら
休
止
し
ま
す

１０
月
３１
日
を
も
っ
て
の
休

止
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

利
用
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
ず
、
利
用
者
お
よ
び
事
業

を
支
え
る
人
的
資
源
の
確
保

も
困
難
で
、
事
業
の
継
続
が

難
し
い
と
の
判
断
で
す
。
可

能
な
限
り
再
開
を
め
ざ
し
ま

す
。

理事会
委員会

環
境
と
平
和
の
委
員
会

▼
南
相
馬
復
興
支
援
水
プ
ロ

９
月
も
18
人
の
方
か
ら
合
計

１
万
８
０
０
０
円
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
累
計

３
７
６
万
６
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

第
5
回
理
事
会
報
告

保険のことならなんでもご相談下さい！

（有）関西総合保険事務所京滋店

〒604-8222　中京区四条通室町西入上る
観音堂町４６６　みやこビル２階

TEL(075）222-2267　FAX(075)708-2380

蒲池英昭担当
携帯(090)1242-1844 かまち　ひであき

    ～阿部ひろ江１１月ライブ情報～
28 日（木）か、２９日（金）に法然院で

の東日本復興支援「悲願会」に歌いに行く
予定です。
問い合わせ：
法然院 (075)771-2420
エイコンズ (075)493-2983

▼
環
境
平
和
の
つ
ど
い
９
月
報
告

　

９
月
２5
日
、
４
人
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
こ
ん
に
ち
は　

平

和
行
進
デ
～
ス
」
を
観
賞
、
８０

歳
に
な
る
山
口
逸
郎
さ
ん
の
平

和
へ
の
情
熱
に
感
嘆
の
声
を
上

げ
ま
し
た
（
写
真
・
左
上
）
。

　

そ
の
ほ
か
、

（
１
）
新
し
い
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

の
こ
と
、

（
２
）
安
斉
育
郎
さ
ん
の
自
費
出

版
本
の
こ
と
、

（
３
）
ガ
ザ
の
悲
劇
の
こ
と

な
ど
、
環
境
と
平
和
を
め
ぐ
る

事
態
に
つ
い
て
話
し
あ
い
問
題

を
共
有
し
ま
し
た
。　
　

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 5,576 6,837 1,261

経費合計 5,658 6,805 1,147

事業剰余 🔼🔼82 32 114

経常剰余 18 100 82

　　　　　　8　　　　　　8月度経営状況　　　　　(千円）

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 33,831 42,701 8,870

経費合計 37,516 44,740 7,224

事業剰余 🔼🔼3,685 🔼🔼2,039 1,646

経常剰余 🔼🔼2,648 🔼🔼1,707 940

　　　　　　　4～9月度累計　　　　　　　4～9月度累計　　　　　(千円）

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 5,760 6,006 246

経費合計 5,826 6,839 1,013

事業剰余 🔼🔼66 🔼🔼833 🔼🔼767

経常剰余 181 🔼🔼818 🔼🔼999

　　　　　　9　　　　　　9月度経営状況　　　　　(千円）

1,207人

19,197口

人数 口数

加入 1人 100口

増資 11人 63口

脱退 2人 🔼🔼4口

減資 0人 0口

増減 🔼🔼1 159口

組織状況（2024年9月30日現在）

組合員総数

出資金残高（千円）

9月実績

環
境
と
平
和
の
委
員
会
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サロン
サークル
だより

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

西
賀
茂
大
宮

▼
９
月
の
報
告

　

久
し
ぶ
り
に
映
画
鑑
賞
を
し

ま
し
た
。
参
加
者
９
名
。

　

タ
イ
ト
ル
は
『
レ
デ
ィ
加
賀
』

（
主
演
・
小
芝
風
花
、
監
督
・

雑
賀
俊
朗
）

　

北
陸
加
賀
温
泉
郷
を
舞
台
に
、

タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
で
町
お
こ
し
を

始
め
る
若
女
将
た
ち
の
奮
開
。

ド
タ
バ
タ
も
混
じ
え
た
泣
き
笑

い
。
着
物
姿
も
艶
や
か
で
し
た
。

　

山
代
温
泉
出
身
の
私
と
し
て

は
懐
か
し
い
風
景
が
あ
り
こ
ち

出
て
来
て
、
う
れ
し
い
映
画
で

し
た
。

（
水
口
武
夫
）

▼
▼
１1
月
予
定

１1
月
２3
日

（
土

・
祝
）
10
時
～

12
時

内
容
：
ゲ
ス
ト
と
し
て
和
太
鼓
・

篠
笛
グ
ル
ー
プ‶

遊
″
の
演

奏
。
歌
声
喫
茶
も
あ
り
ま
す
。

会
場
：
北
区
西
賀
茂

・
水
野
宅

交
通
：
市
バ
ス
西
賀
茂
車
庫
前
９

時
２８
分
発
の
特
３７
系
統
で
柊
野
グ

ラ
ウ
ン
ド
前
下
車
が
便
利
。

参
加
申
込
は
20
日
ま
で
に
水
口
へ

℡

０
７
５
・
４
９
２
・
７
２
６
４

参
加
費
５
０
０
円
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▼
９
月
の
報
告

　

９
月
13
日
１0
人

　
　
　

２７
日
１2
人

▼
▼
１1
月
の
予
定
8
日
と
２2
日

手
話
サ
ー
ク
ル

▼
▼
11
月
の
予
定
（
１１
月
の
み
）

11
月
１
日(

金)

１3
時
～
本

部
ホ
ー
ル

※
12
月
か
ら
は
第
１
木
曜
日
に

も
ど
り
ま
す
。

読
書
サ
ー
ク
ル

▼
社
会
問
題
読
書
会
９
月
報
告

堤
未
果

『
国
民
の
違
和
感
は

９
割
正
し
い
』
第
４
章

２
日
、
４
人
。
感
想
か
ら
―

・
恐
る
べ
し
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
。
自
分
の
頭
で
考
え
る
こ
と

が
必
要
。
習
慣
づ
け
な
け
れ
ば
。

・
イ
ー
ロ
ン
マ
ス
ク
の
評
価
は

ど
う
な
の
？

・
人
気
者
に
は
要
注
意
。
意
見

は
誰
が
？
で
は
な
く
内
容
で
判

断
し
な
く
て
は
。
そ
う
は
言
う

け
れ
ど
…
…
。

▼
▼
社
会
問
題
読
書
会
１1
月
予
定

１1
月
６
日

（
水
）
１
時
半
～

３
時
半
、
本
部
ホ
ー
ル　

『
国
民

の
違
和
感
は
９
割
正
し
い
』
（
Ｐ

Ｈ
Ｐ
新
書
）
第
９
章
＝
最
終
回

★
１２
月
か
ら
の
本
＝
ジ
ョ
ー

ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
『
１
９
８
４
』

（
訳
・
版
元
不
問
、
各
自
調
達
。

調
達
不
可
の
方
、
ご
相
談
下
さ
い
）

▼
名
作
を
読
む
会
９
月
報
告

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
ー
ン

『
ハ
ッ

ク
ル
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
ン
の
冒
険
』

（
講
談
社

・
青
い
鳥
文
庫
）
㊦

２9
～
33
章
。

18
日
５
人
。
感
想
か
ら
―

・
こ
の
あ
た
り
が
本
書
の
名
作

た
る
由
縁
だ
と
思
い
ま
し
た
。

主
人
公
・
ハ
ッ
ク
は
、
黒
人
の

ジ
ム
と
仲
良
く
旅
す
る
の
で
す

が
、
ジ
ム
と
の
友
情
を
大
切
に

す
れ
ば
、
逃
亡
黒
人
奴
隷
を
か

ば
う
こ
と
に
な
り
二
人
と
も
罪

に
問
わ
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
は

当
時
の
社
会
制
度
上
の
問
題
―

私
有
財
産
横
領
、
懸
賞
金
や
ム

チ
打
ち
と
い
っ
た
―
に
と
ど
ま

ら
ず
、
信
教
・
思
想
上
の
大
問

題
で
あ
り
、
罪
を
お
か
す
こ
と

な
の
で
す
。
そ
こ
が
今
日
の
私

た
ち
の
価
値
観
で
は
思
い
及
ば

な
い
と
こ
ろ
で
、
ハ
ッ
ク
は
悩

ん
だ
あ
げ
く
、
「
よ
し
、
お
れ
は

地
獄
に
行
く
。
」
と
決
心
し
ジ
ム

と
の
友
情
を
選
ぶ
の
で
し
た
。

こ
こ
に
本
書
の
歴
史
的
価
値
が

あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

▼
▼
名
作
を
読
む
会
11
月
予
定

『
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー

・
フ
ィ
ン
の
冒

険
』
㊦
最
終
回

11
月
20
日

（
水
）
１
時
半
～

本
部
ホ
ー
ル

★
１２
月
か
ら
読
む
本
＝
サ
ン
・

テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
『
星
の
王
子
様
』

（
訳
・
版
元
不
問
、
各
自
調
達
。

調
達
不
可
の
方
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
）映

画
サ
ー
ク
ル

▼
▼
『小
さ
き
麦
の
花
』

11
月
17
日

（
日
）
①
１０
時
半
～

②
１
時
半
～
③
６
時
５０
分
～

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
左
京
区
）

　

中
国
西
北
地
方
の
農
村
を
舞

台
に
、
互
い
に
家
族
か
ら
厄
介

払
い
さ
れ
見
合
い
結
婚
さ
せ
ら

れ
た
貧
し
い
農
民
の
ヨ
ウ
テ
ィ

エ
と
内
気
な
ク
イ
ン
が
、
や
が

て
互
い
を
慈
し
み
、
作
物
を
育

て
家
を
作
り
、
慎
ま
し
く
も
強

い
絆
で
結
ば
れ
た
日
々
を
追
っ

た
〈
永
遠
の
愛
〉
に
つ
い
て
の

物
語
。
２
０
２
２
年
・
第
７２
回

ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
部
門
出
品
作
品
。

２
０
２
２
年
製
作
／
１
３
３
分
／
中
国

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

西
賀
茂
大
宮

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

手
話
サ
ー
ク
ル

読
書
サ
ー
ク
ル

映
画
サ
ー
ク
ル
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警

察

庁

に

よ

る

と
、

２
０
２
４
年
１
～
３
月
に

自
宅
で
亡
く
な
っ
た
一
人

暮
ら
し
の
人
が
全
国
で
計

２
万
１
７
１
６
人
（
暫
定

値
）
確
認
さ
れ
、
そ
の
う
ち

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約

１
万
７
０
３
４
人
で
８
割
近

く
を
占
め
る
と
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
年
齢
が
上
が
る
ほ

ど
死
者
数
は
増
え
、
８５
歳

以
上
は
４
９
２
２
人
で
し

た
（
図
）
。
今
回
の
３
カ
月

分
の
デ
ー
タ
を
単
純
に
年
間

ベ
ー
ス
に
置
き
換
え
る
と
、

６５
歳
以
上
の
死
者
数
は
約

６
万
８
千
人
と
推
計
さ
れ
、

新
聞
な
ど
で
は
「
６５
歳
以
上

『
孤
独
死
』年
間
６
．
８
万
人
」

と
い
う
見
出
し
で
話
題
に
な

り
ま
し
た
。

生
死
を
分
け
た

﹁
社
会
的
孤
立
﹂

１
９
９
５
年
の
ア
メ
リ
カ
・

シ
カ
ゴ
で
は
熱
波
に
よ
っ
て

４１
度
と
い
う
異
常
な
猛
暑
と

な
り
、
体
感
温
度
は
52
度
に

達
し
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
、

熱
波
発
生
１
週
間
後
に
は

７
０
０
人
以
上
が
死
亡
し
ま

し
た
。
シ
カ
ゴ
で
の
熱
波
で

生
死
を
分
け
た
要
因
に
「
社

会
的
孤
立
」
が
あ
る
こ
と
を

突
き
止
め
た
エ
リ
ッ
ク
・
ク

リ
ネ
ン
バ
ー
グ
（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大
学
・
教
授
）
は
、

２
０
２
１
年
に
『
集
ま
る
場

所
が
必
要
だ
－
孤
立
を
防
ぎ
、

暮
ら
し
を
守
る
「
開
か
れ
た

場
」
の
社
会
学
』（
英
治
出
版
）

を
出
版
し
ま
し
た
。
こ
の
著

とりもどすために

新井康友

⑪集まる場所
―ひろげたいサークル活動―

書
で
は
、
ど
の
よ
う
な
人
で

も
受
け
入
れ
、
誰
に
と
っ
て

も
居
場
所
と
思
え
る
よ
う
な

「
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
」
は
重
要

だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

社
会
的
イ
ン
フ
ラ

﹁
集
ま
る
場
所
﹂

社
会
的
イ
ン
フ
ラ
と
は
、

抽
象
的
な
概
念
で
は
な
く
、

図
書
館
や
公
園
、
遊
び
場
、

学
校
、
運
動
場
、
市
民
農
園

な
ど
集
団
生
活
を
条
件
づ
け

る
物
理
的
な
場
、
つ
ま
り
「
集

ま
る
場
所
」
の
こ
と

で
す
。「
集
ま
る
場
所
」

と
は
自
分
の
居
場
所

だ
と
思
え
、
そ
こ
に

行
く
と
誰
か
に
会
え

て
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
場
所
を
指
し
ま
す
。　

そ
し
て
、
地
域
に

お
け
る
「
集
ま
る
場

所
」
づ
く
り
を
す
る

こ
と
で
、
孤
独
や
孤
立
を
予

防
し
、
孤
独
死
を
防
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
す
。

く
ら
し
コ
ー
プ
の

サ
ー
ク
ル
活
動

そ
こ
で
、
く
ら
し
コ
ー
プ

の
各
種
の
サ
ー
ク
ル
活
動
が

「
集
ま
る
場
所
」
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
さ
ら
に

京
都
府
内
の
各
地
で
サ
ー
ク

ル
活
動
が
新
た
に
立
ち
上
が

り
、
組
合
員
の
交
流
が
活
性

化
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま

す
。

図　年齢階級別にみた 「孤独死」 の数

出典 ： 「朝日新聞」 朝刊、 ２０２４年５月１４日付
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風
光
明
媚
冬
の
夕
湖

今
月
の
作
者

福
村
賢
二
さ
ん

 
(

北
区
）

　
　
　
　

⦿
ど
な
た
も
ご
自
慢
の

作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
自
薦
他
薦
歓
迎
。

会期　　１１月２日 ( 土 ) ～１１月 30 日 ( 土 )
時間　　9 ： 00 ～ 17 ： 00　　　（最終日～ 15 ： 00 まで）

会場　　全国手話研修センター 「コミュニティ嵯峨野」　１階ギャラリー

　　　　　　　　（ＪＲ 「嵯峨嵐山」 駅南口広場の東隣）

企画　　写真展 「ろう者の眼」 プロジェクト　FAX075-572-3380 （松島）

写真展　デフ　フォト　2024

　

ほ
か
４
人

琵
琶
湖
上
に
立
つ
鳥
居
を
眺
め
て
い
る
と
、
一
瞬
、
雲
の
す
き

間
か
ら
太
陽
の
光
が
差
し
、
神
々
し
く
美
し
い
光
に
包
ま
れ
た
鳥

居
を
撮
影
し
ま
し
た
。

（
評
）

夕
刻
に
突
然
現
れ
た
天
使
の
階
段
。
荘
厳
で
静
か
な
音
の
な
い

世
界
の
表
現
が
魅
力
で
あ
る
作
品
で
す
。

京
都
写
真
芸
術
家
連
盟
理
事

伊
藤
征
子
先
生

読
者
の
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
宝

朝
露
に

　

小
袖
ぬ
ら
せ
し

　
　

　

ふ
じ
ば
か
ま

め
ぐ
り
あ
い

　

逢
う
て
恥
か
し

　
　
　
　

彼
岸
花

人
恋
し

　

雉
の
ひ
と
声

　
　
　
　

囲
炉
裏
端

　
　
　
　

　
　
過
日
、
尊
敬
す
　
　

　
　
る
先
輩
が
先
立

　
　
た
れ
ま
し
た
。

　
　
享
年
百
二
歳
で

　
　
し
た
。
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首
相
が
変
わ
り
ま
し
た
。
党

首
も
変
わ
り
ま
し
た
。
大
統
領

も
変
わ
り
ま
す
。
世
相
も
、

世
代
も
変
わ
り
ま
し
ょ
う
。
政

治
も
変
わ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
今
の
日
本
の
全
体

を
纏
め
て
い
る
そ
の

力
。
ど
こ
の
誰
か
が

纏
め
て
く
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

い
え
、
こ
れ
は
も

う
ヒ
ト
頼
み
な
ど
し

て
居
る
時
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
で
し
っ

か
り
ヒ
ト
選
び
を
し

て
、
選
挙
に
は
間
違

い
な
く
投
票
し
て
、
意
中
の
ヒ

ト
と
心
を
合
わ
せ
て
闘
う
気
構

え
で
。
こ
れ
が
民
主
主
義
世
界

の
手
法
で
し
ょ
う
。

　

で
も
国
民
の
声
が
国
の
政
治

に
届
い
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。
国
民
同
士
、
庶
民

同
士
が
集
ま
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
を
交
わ
し
合
い
、
政
治

家
と
言
わ
れ
て
い
る
ヒ
ト
と
も

交
じ
り
あ
っ
て
、
「
世
直
し
の

お
手
伝
い
」
も
出
来
る
所
か
ら

し
て
見
た
い
と
、
思
っ
て
い
て
、

毎
日
の
新
聞
を
読
ん

で
い
ま
す
。　

　

こ
の
世
の
中
に
、

戦
争
が
無
く
な
ら

な
い
の
は
、
や
は
り

戦
争
を
や
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
ヒ
ト
が

居
る
か
ら
で
す
ね
。　

「
戦
争
、
始
め
た
ら

必
ず
勝
つ
ん
や
ろ
。
」

「
負
け
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
逃

げ
た
ら
え
え
や
ん
。
」
・
・

　

っ
て
、
そ
ん
な
「
え
え
加
減

な
こ
と
」
っ
て
許
せ
る
か
？
そ

れ
は
地
獄
の
鬼
の
言
う
こ
と

や
。
そ
ん
な
奴
こ
そ
許
せ
ま
せ

ん
。

（
荒
）

時
代
が
変
わ
る
。
・
・
の
時
代
で
す
。

清少納言
百三十一の段

７
月
末
、
あ
る
団
体
が
「
北

陸
新
幹
線
の
延
伸
そ
の
も
の

に
反
対
す
る
」
と
声
明
を
出

し
た
。
つ
ま
り
「
北
陸
新
幹

線
は
敦
賀
を
終
点
と
す
べ

し
」
と
の
こ
と
。
最
も
近
い

滋
賀
県
米
原
ま
で
46
㎞
な
の

に
、
と
う
と
う
北
陸
新
幹
線

は
東
海
道
新
幹
線
に
接
す
る

こ
と
な
く
「
盲
腸
線
」
で
終

わ
る
の
か
。

福
井
に
住
む
友
人
に
「
敦

賀
止
め
」
発
言
を
伝
え
る
と
、

「
東
海
道
、
山
陽
新
幹
線
で

東
京
か
ら
九
州
ま
で
直
通
で

行
け
る
京
都
人
が
、
北
陸
の

人
間
に
は
こ
れ
以
上
の
新
幹

線
は
必
要
な
い
。
京
都
へ
は

在
来
線
に
乗
換
え
て
来
い
と

言
う
の
か
。
」
と
怒
る
。
「
こ

の
春
、
金
沢
・
敦
賀
間
開
業

で
京
都
へ
の
所
要
時
間
短
縮

は
富
山
２７
分
、
金
沢
１８
分
、

と
こ
ろ
が
福
井
は
わ
ず
か

３
分
、
そ
の
３
分
短
縮
の
た

め
に
敦
賀
で
の
乗
換
え
の
手

間
、
そ
し
て
新
幹
線
料
金
の

負
担
が
生
じ
る
。
こ
れ
を
将

来
ま
で
福
井
人
に
負
わ
せ
る

の
か
。
」
と
、
も
う
カ
ン
カ
ン
。

運
動
に
参
加
し
て
き
て

感
じ
る
の

は
、

い

つ

も
京
都
の

視
点
だ
け

で
問
題
が

議
論
さ
れ
、

新
幹
線
延

伸
の
も
う

一
方
の
当

事

者
、

北

陸
の
人
々

の
想
い
は

ま
っ
た
く

考
慮
さ
れ

投

稿

て
い
な
い
。
先
日
の
集
会
で

講
師
に
、「
こ
の
声
明
の
内
容

に
北
陸
の
み
な
さ
ん
は
賛
同

し
て
い
る
の
か
。
」
と
聞
い
た

が
、
「
京
都
独
自
の
見
解
で

す
。
」
と
だ
け
。

福
井
で
は
「
京
都
の
運
動

団
体
が
反
対
す
る
か
ら
、
敦

賀
か
ら
先
へ
延
伸
が
進
ま
な

い
。
」
と
の
声
が
あ
り
、
京
都

攻
撃
の
格
好
の
材
料
に
な
っ

て
い
る
と
友
人
は
案
じ
る
。

ど
う
か
今
回
の
「
独
善
的

見
解
」
は
即
刻
撤
回
し
て
下

さ
い
。
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

神
谷

潔

　
　
　
　

（左
京
区
）
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『紫式部』　2024 年 11 月号

私のレシピ　　　　　　　　　　　

み
ど
り
さ
ん
と
ミ
ト
ク
ン

は
ほ
と
ん
ど
同
じ
こ
ろ
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
み
ど
り
さ
ん
が
植

物
作
り
専
門
な
ら
、
僕
は
元
気

一
杯
の
動
物
専
門
。
そ
こ
い
ら

じ
ゅ
う
を
泳
ぎ
回
っ
て
、
海
の

中
を
駆
け
回
る
。

　

う
ん
。
そ
の
た
め
に
欲
し

い
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
サ

ン
ソ
（
酸
素
）
だ
ね
。
海
の

中
で
は
少
な
い
か
ら
な
。
早

く
土
の
上
ま
で
あ
が
っ
て
く

れ
ば
。
サ
ン
ソ
・
サ
ン
ソ
。

力
の
元
は
サ
ン
ソ
・
サ
ン
ソ
。

　

驚

い

た
。
「

サ

ン

ソ

が

ほ

し

い

の
？
」
と

み
ど
り
が

叫

ん

で

ス
ッ
ト
ン

キ
ョ
ー
。　

　

だ
っ
た
ら
早
く
上
陸
な
さ

い
。
植
物
は
み
ん
な
サ
ン
ソ

な
ん
か
猛
毒
だ
か
ら
吐
き
出

し
て
捨
て
て
る
ん
だ
か
ら
。

 
[

企
画
広
告]

荒
木
昭
夫
の
語
り
物

み
ど
り
・
ミ
ト
ク
ン
・
ミ
ー

も

ち
ゃ
ん
12

　

ミ
ト
ク
ン
の
本
名
は
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア　

　　　バースデーケーキや
　　　　　クリスマスケーキにどうぞ！

佐竹輝子

（北区鷹ケ峯）

輝
子

医
師
爺
の

数
字
は
見
る
が

　
　

診
て
い
な
い

車
い
す

夫
に
見
せ
た
い

　

も
み
じ
狩
り

目
標
は

楽
し
く
暮
ら
す

　
　
　
　

老
夫
婦

読
者
の
文
芸

材料（まるいケーキ 2 個分）

小麦粉 115 ｇ、砂糖 115 ｇ、マーガリン 115 ｇ、ベーキングパウダー小さじ 1/2、バニラエッ

センス少々、卵大 2 個（マーガリンと卵は 1 時間前に冷蔵庫から出しておく）

白いアイシング（飾り用）にマーガリン 45 ｇ粉砂糖 85 ｇ

ピンクのアイシング　粉砂糖 225 ｇ、お湯少々、食紅少々

粉砂糖はふるいにかけておく

①小麦粉とベーキングパウダーを合わせて、大きなボールにふるい入れます。ここに砂糖、マーガ

リン、卵、バニラエッセンスを加え木しゃもじでざっと混ぜ、さらに充分なめらかな生地になるまで

1 分位、力を入れてかき混ぜます。

②スポンジケーキ型（直径 17.5 ㎝）に、生地を半量ずつ流し入れ、25 ～ 30 分焼きます。

オーブン手袋をはめて焼き型をオーブンから出し、ケーキを取り出して網にのせて、さまします。

④さましてる間に、中にはさむアイシングを用意します。マーガリンをボールに入れやわらかくな

るまで練ります。その後、粉砂糖を少しずつふり入れて混ぜ合わせます。ケーキが冷めたら、このア

イシングをはさんで 2 段に重ねておきます。

⑤次にケーキに塗るピンクのアイシングを作ります。ボールに粉砂糖を少しずつ、熱湯小さじ 1 杯

ずつ加えて、すくってみてゆっくりたれる位の濃さのアイシングを作ります（ゆるめすぎないように

注意して下さい）

⑥食紅をちょっとだけ加え淡いピンクの色に染めます。これを重ねておいたケーキの上から一度に

注ぎます。ナイフでまず上面にひろげ、次に側面。すぐに固まりますから手早く塗ります。

⑦アイシングが固まったらお誕生日やクリスマスのローソクを飾ります。アイシングで字を書いた

り色々飾りましょう！

☆ケーキ作るの大変だったらフライパンでホットケーキミックスの素でホットケーキを焼いて代用

するのも良い。市販の生クリームで塗っても良い。

四
紅
坊

殺
す
ぞ
で

職
棒
に
振
る

　
　
　

本
部
長

検
察
を

ダ
ウ
ン
さ
せ
た
ぞ

　
　
　
拳
闘
家
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『紫式部』　2024 年 11 月号

 昭和百年 ╮
エ
ア
ー
プ
レ
イ
ン

　
　

「
エ
リ
ー
号
」

其の三　後寶三郎

　

昭
和
初
期
、
当
時
珍
し
い
飛

行
機
が
深
草
の
陸
軍
錬
兵
場

（
現
在
、
伏
見
区
深
草
西
浦
町
）

に
飛
来
す
る
と
言
う
こ
と
で
大

に
ぎ
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

確
か
な
年
月
の
記
憶
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
其
の
日
は
多
勢
の

人
が
練
兵
場
の
周
囲
を
取
り
囲

ん
で
か
た
づ
を
飲
ん
で
待
ち
ま

し
た
。

　

そ
の
時
、
南
の
大
阪
方
向
の

空
か
ら
「
エ
リ
ー
号
」
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
単
発
双
翼
で
オ

レ
ン
ジ
色
の
布
張
り
の
機
体

だ
っ
た
と
い
ま
だ
に
記
憶
し
、

瞼
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
そ

ば
迄
近
づ
け
な
か
っ
た
が
多
勢

の
人
々
の
喚
声
が
辺
り
に
こ
だ

ま
し
ま
し
た
。

　

何
時
間
か
経
っ
て
何
時
迄
も

続
い
た
喚
声
が
静
か
に
な
り
、

離
陸
の
時
が
や
っ
て
来
て
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
一
声
を
残
し
て
喚

声
に
送
ら
れ
て
東
の
空
へ
飛
び

立
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
時
か
ら
数
年
過
っ
て
同

じ
よ
う
な
飛
行
機
が
ひ
ん
ぱ
ん

に
低
空
で
飛
ん
で
き
て
、
宣
伝

の
ビ
ラ
を
散
布
し
ま
し
た
。
そ

の
ビ
ラ
を
追
い
か
け
て
走
っ
た

の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

幼
少
の
頃
の
懐
か
し
い
思
い

出
で
す
。

　
昔
話

コープ
物件情報　
第 12 号！

★ 土地　（公簿 75.95 ㎡）
★ 建物 １Ｆ 28.30 ㎡　2F25.92 ㎡
★ 築年不明　昭和４３年９月
★ 上水道 ・ 下水道 ・ 都市ガス給湯

　　

　　お問い合わせ先
　　くらしコープ不動産部
　　ＴＥＬ 075 ・ 432 ・ 3636

閑静！叡電修学院歩８分

　　　　　　　　　　中古一戸建 
　　　　　　　　　　価格変更１１８０万円

☆左京区一乗寺稲荷町 8-1
　木造２階建 4 ＬＤＫ
　天井収納庫 ・ 浴室乾燥暖房機付

　　　　　　　　　　中古一戸建 
　　　　　　　　　　価格変更１１８０万円
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教室作品

◆
編
集
室
の
窓
◆

二
年
に
一
度
の
、
役
員
改
選

の
あ
る
総
代
会
の
年
に
加
え

て
、
年
始
早
々
か
ら
の
大
災
害

続
き
で
、
特
集
の
ペ
ー
ジ
が
占

領
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
月
は

久
々
に
、
微
力
な
が
ら
足
と
目

と
耳
を
使
っ
て
取
材
記
事
を
載

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

こ
ろ
よ
く
応
じ
て
下
さ
っ
た
祈

念
館
関
係
者
、
推
薦
し
て
下

さ
っ
た
組
合
員
に
も
感
謝
で
す

▼
世
の
中
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
の
連

続
―
治
ま
ら
な
い
感
染
症
、
く

り
返
さ
れ
る
大
災
害
、
改
悪
さ

れ
る
社
会
保
障
制
度
、
近
づ
く

軍
靴
の
音
…
。
社
会
は
悪
く

な
っ
て
ゆ
く
一
方
の
よ
う
に
思

京都高齢者生活協同組合くらしコープ
〒 603-8232　京都市北区紫野東野町 1-5

　TEL　075(432)3636　 FAX075(451)6350

🌐https://kyotoelder.coop/

  ✉ honbu@kyotoelder.coop

  郵便振替　00910-2-234479

　2024 年 11 月 1 日発行

メールアドレス   kyoto.kc16@adagio.ocn.ne.jp

11月26日（火）
9 ： 00 ～

　　本部ホール

紫式部丁合、 発送作業

短時間でもいいのでご協力お願いします。
※紫式部を配達してくださる方も募集中！

【
手
話
ク
イ
ズ
回
答
】

正
解
は
②
番
で
す
。

①
小
（
こ
）　

②
中
（
な
か
）　

③
池
（
い
け
）

え
て
し
ま
い
ま
す　

▼
そ
ん
な

中
、
ウ
ト
ロ
を
訪
ね
て
、
平
和

祈
念
館
に
至
る
１
５
０
年
に
及

ぶ
日
朝
の
現
代
史
と
、
戦
後
の

在
日
朝
鮮
人
の
闘
い
そ
し
て
日

本
人
の
支
援
は
、
ひ
と
つ
の
光

明
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た　

▼
秋

に
入
っ
て
袴
田
厳
さ
ん
の
再
審

無
罪
確
定
、
日
本
原
爆
被
害
者

団
体
協
議
会
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
受
賞
と
、
遅
き
に
失
し
た
と

は
言
え
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続

き
ま
し
た　

▼
今
年
も
残
す

と
こ
ろ
あ
と
ふ
た
月
、
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
は
も
う
た
く
さ
ん
。

ど
う
か
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
終

り
た
い
も
の
で
す
。

（
赤
染
益
輝
）

⦿この間の秀作からチョイスしました。
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京

都
高

齢
者

生
活

協
同
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コ
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〒
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32
京

都
市

北
区

紫
野
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野

町
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5

く
ら

し
コ

ー
プ

機
関

誌
『紫

式
部

』
20

24
年

11
月

号

日
　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

日
　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
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水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

 　
　
　

20
24

年
 1

1
 月

カ
レ

ン
ダ

ー

  
10
/2
7 
  
  
  
  
 1
0/
28
  
  
  
  
  
 1
0/
29
  
  
  
  
  
  
10
/3
0 
  
  
  
  
  
10
/3
1　

　
　
　
　
 　

 1
  
  
  
  
  
  
  
 2

14
:0
0
絵
手
紙
教
室
　

9:
00

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
本
部
出
発

13
:3
0

〈
Ｎ
Ｐ
Ｏ
く
ら
し
コ
ー
プ
住
ま
い
相
談
〉

13
:3
0
環
境
平
和
の
つ
ど
い

【
お
米
配
達
】

18
：
30

き
ら
く
に
歌
お
う
会

映
画
サ
ー
ク
ル

『
小
さ
き
麦
の
花
』

10
:3
0/
13
:3
0/
18
:5
0

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

紫
式

部
印

刷
紫

式
部

発
送

10
：
00

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン
西
賀
茂
・
大
宮

9:
00

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
本
部
出
発

13
：
00

マ
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ジ
ャ
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サ
ー
ク
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 1
0 
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1
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4 
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5 
  
  
  
  
  
  
 1
6

13
:3
0
名
作
を
読
む
会

「
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
ン
の
冒
険
」

　
　
　

13
:3
0
社
会
問
題
読
書
会

「
国
民
の
違
和
感
は

　
　
　
９
割
正
し
い
」

　
　
　
　

12
:3
0
書
道
教
室
　

紫
式

部
〆

切

　
　
　
　
　
  
17
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 ④
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